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北中城村立幼小中学校における
新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインの概要

•本ガイドラインは、感染症対策として、村内幼小中学校において当
面の留意すべき事項をまとめ、安心･安全な教育活動に資すること
を目的とする。

趣旨

•各学校において感染症を防ぐための注意事項（学校用）

•各家庭において感染症を防ぐための注意事項（家庭用）

•感染者が発生した場合の対応（フロー図）

主な内容



原則

安全安心

•発熱・風邪症状のある疑わしい幼児児童生徒は原則とし
て出席停止とし、他者との接触をさける。

クラスター

回避

• クラスターの発生を回避するため３密をつくらない。

差別
•感染者・濃厚接触者に対するいじめや差別は許さない。



各学校において感染症を防ぐための注意事項

• 十分な睡眠、適度な運動バラ
ンスのとれた食事

• 発熱した人は別室対応

• 児童生徒が手を触れる箇所
（ドアノブ、スイッチ等）の消毒

•手洗いやマスク着用の
徹底（定期手洗いの励
行）

• 家庭と連携した毎朝の検温

• 登校直後、風邪症の状の確
認

保 健

理管



換気

間隔

変更

授業での留意点＝３密の回避

６０分毎に１０分
【休み時間毎に１０分換気】教室の換気

机間を広く
ペア・グループ学習を
控える。

単元・内容 ３密になる内容・単元の計
画入れ替え変更



給食・清掃で留意点＝３密の回避

給食・清掃
机は向い合せにせず、会話等も控える

体調確認や衛生的な服装。作業の際、
間隔をあける

活動前の手洗いと、活動後の手洗い



放課後の活動（委員会・部活動等）

★３密にならない
よう留意した上で、
図書館や教室で
の活動は可能

委員会・生徒会

★接触を避けるよ
う内容や練習方
法を工夫する

部活動

★子どもだけに任
せない

★時間短縮・場所
の選定

先生による時間場所の管理



学校における新型コロナウイルス感染症の患者発生時の対応

保健所

学校

家庭
新型コロナウイルス感染症患者

新型コロナウイルス感染症濃厚接触者

発生

感染拡大防止策の実施
◆保健所への情報提供
□患者（濃厚接触者）の出席状況、発症日、校内の活動状況
□欠席者数及び症状、登校者の健康状況に関する情報提供
□濃厚接触者の特定に協力
□その他
◆学校医、学校薬剤師、保健所の助言のもと実施
□消毒の実施
□幼児児童生徒及び職員等の健康観察
□その他
◆保健所や教育委員会と連携し実施
□臨時休校（対象学級・学年や期間は状況に合わせ決定する）
□臨時下校（公共交通機関を使わない）
□臨時休校措置に係る保護者への文書配布
□健康観察シートの配布
□臨時休校の終了後の学校再開に向けた準備
□その他（部活動の休止など）
◆休業中の対応
□休業中の幼児指導生徒の健康状況及び学習状況の把握
□対応窓口の一本化

幼児j児童生徒が
①陽性の場合
保健所の指示に従い治療
（出席停止）

②濃厚接触の場合
保健所の指示に従い自宅待機
（出席停止）

③同居人が濃厚接触
自宅待機（出席停止）

村教育委員会

□学校の対応に関する指導
助言
□保護者向け配布文書への
助言
□臨時休業に関する対応へ
の助言
□学校再開に向けた助言
□報道等への対応
□必要に応じて消毒の依頼

連絡

連携

連絡

①の場合
陰性判定後、医療機関の指示
を受けて登校
②③の場合
症状が出なければ、保健所の
指示を受け登校
（目安は２週間）

北中城村教育委員会

連絡

中頭教育
事務所

沖縄県庁
義務教育課

情報共有


